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今月の紙面

データで知る帯広

9月末の人口と世帯数

人口▶167,033人
 （前月比－43人）

　男▶79,664人
　女▶87,369人
世帯▶87,625世帯
 （前月比＋15世帯）

5件（前月比＋3件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,345t
（前年同月比－44t）

538t
（前年同月比－40t）

9月の火災発生件数

9月の家庭ごみ排出量
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　本当に必要なときに、必
要な医療を安心して受けられ
るよう、救急医療機関の適
切な利用にご協力ください。

市では、この期間に併せて、「女性に対する暴力をなくす運動」パネル展や、男女共同参画講座を開催します。詳細は、７頁をご覧ください。

女
性
に
対
す
る

暴
力
と
は

　

暴
力
は
、
加
害
者
と
被
害
者
の
性
別

や
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
で
あ
る
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
や
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
、
性
犯

罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
人
身
取
引
な
ど
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵

害
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
、

「
Ａ
Ｖ（
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
）出
演
強
要
」

「
Ｊ
Ｋ
（
女
子
高
生
）
ビ
ジ
ネ
ス
」
な
ど
、

若
い
女
性
が
被
害
を
受
け
る
問
題
も
起

き
て
い
ま
す
。

暴
力
の
実
態

　

平
成
29
年
度
に
、
内
閣
府
が
行
っ
た

男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調
査

結
果
で
は
、
配
偶
者
か
ら
暴
力
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
女
性
は
約
３
人
に
１
人
、

そ
の
う
ち
の
約
７
人
に
１
人
は
、
命
の

危
険
を
感
じ
た
経
験
が
あ
る
と
答
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
際
相
手
か
ら
暴
力
を
受
け

た
女
性
は
約
５
人
に
１
人
、
特
定
の
相

手
か
ら
の
執し
つ
よ
う拗
な
つ
き
ま
と
い
を
受
け

た
女
性
は
約
９
人
に
１
人
、
無
理
矢
理

に
性
的
行
為
な
ど
を
さ
れ
た
被
害
経
験

が
あ
る
女
性
は
約
13
人
に
１
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で

安
心
し
て
相
談
を

　

Ｄ
Ｖ
を
受
け
続
け
た
り
、
セ
ク
ハ
ラ

や
性
的
被
害
な
ど
の
犯
罪
に
遭
う
と
、

徐
々
に
無
気
力
に
な
っ
て
、
自
分
の
感

情
や
自
分
自
身
を
大
切
に
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
を
無
く
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
へ
の
自
信
を

失
っ
て
、「
私
が
我
慢
す
れ
ば
」「
悪
い

の
は
自
分
だ
」
と
、
冷
静
に
判
断
す
る

こ
と
や
客
観
的
に
物
事
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

市
や
関
係
機
関
で
は
、
女
性
に
対
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
へ
の
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
安
心
し
て

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）

暴
力
被
害
に

遭
っ
た
ら

　
11
月
12
日
〜
25
日
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

帯
広
市
で
は
、女
性
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

女性に対する暴力の各種相談窓口

■受付日時／月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
 ８時45分～17時30分

☎65･4230（女性相談サポートライン）
女性相談（市庁舎３階、男女共同参画推進課）

■受付日時／毎週木曜日、８時45分～17時30分
☎65･4200

市民相談室 「女性相談の日」（市庁舎１階）

■受付日時／月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
 ８時45分～17時30分　

☎25･0110
帯広警察署生活安全課（西１北１）

※配偶者からの暴力（ＤＶ）に係る電話相談は、下記
の時間も受け付け。
●月～金曜日（祝日、年末年始を除く）、17時30分～20時
●土・日曜日・祝日（年末年始を除く）、9時～17時

■受付日時／月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
 ９時～17時

☎011･666･9955
北海道立女性相談援助センター（札幌市西区西野3-9）

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」を

  

許
さ
な
い
社
会
へ相談したことが

ばれるのが怖い

周りに
知られたくない

相手の行為は
愛情表現だ

相談するほど
じゃない

自分さえ
我慢すればいい

恥ずかしくて
誰にも言えない

私が
悪いから…

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

心
の
中
で
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
…

検 索帯広市  ＤＶ


